
特集

住み慣れたまちで暮らし続けるために

地域で支える「認知症」地域で支える「認知症」地域で支える「認知症」
　高齢化が進んでいる日本の65歳以上の4人に1人が認知症とその予備軍といわれ、社会問題と
なっています。今回の特集では、認知症の方とその家族が住み慣れたまちで暮らし続けられるよ
うに、地域で見守りサポートする取り組みを紹介します。皆さん一人一人ができることについて
考えてみましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　@I介護福祉課　@J（32）6347

認知症の方とその家族を地域で支える取り組み関連図
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認
知
症
と
は
、
脳
の
細
胞
の
働
き
が
悪

く
な
る
な
ど
、
記
憶
力
や
判
断
力
な
ど
に

障
が
い
が
起
こ
る
状
態
を
い
い
、
誰
で
も

発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
に
お
け
る
苫
小
牧
市
の
現

状
は
、※

要
介
護
認
定
者
の
約
7
千
人
の

う
ち
、
高
齢
者
で
認
知
機
能
の
低
下
が
認

め
ら
れ
る
方
は
、
約
4
千
人
で
半
数
以
上

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
だ
け

で
は
な
く
64
歳
以
下
の
方
が
若
年
性
認
知

症
を
発
症
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
あ
な
た

の
大
切
な
人
も
い
つ
認
知
症
に
な
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。

※

要
介
護
認
定
者

あ
な
た
の

身
近
な
人
に
も

関係機関へ
引き継ぎを
します

認知症初期集中支援チーム
( 地域包括支援センター「とまほっと」）

協力関係機関
（JR・バス・
タクシーなど） 登録者

認知症高齢者などの見守り
SOSネットワーク
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認知症の方とその家族

ほっとカフェ
認知症の方とそ
の家族、地域の
方々が交流する
場です

認知症サポーター養成講座
認知症の方やその家族を見守る
応援者（サポーター）を育成し
ます

警察署市役所

65
歳
以
上
で
、
介
護
が
必
要
で
あ
る

と
認
定
さ
れ
た
方
、
あ
る
い
は
、
40

歳
〜
64
歳
で
、
特
定
の
病
気
に
よ
り
、

介
護
が
必
要
と
認
定
さ
れ
た
方
。
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